
 

I． みかんとりんごの分け方が決まれば、かきの分け方は自動的に決まるので、 

みかんとりんごだけを考えます。みかんの分け方で 3つに分類します。 

i） ３人のうち１人にみかんを 3個配る場合 

① Ａにみかんを 3個とりんごを 2個配ると 

残りのりんご 3個の分け方は、 

Ｂの個数だけを考えればよいので、 

｛ 0，1，2，3 ｝の 4通り 

② Ａにみかんを 3個とりんごを 1個配ると 

残りのりんご 4個の分け方は、 

Ｂの個数だけを考えればよいので、 

｛ 0，1，2，3，4 ｝の 5通り 

③ Ａにみかんを 3個でりんごを配らないと 

りんご 5個の分け方は、 

Ｂの個数だけを考えればよいので、 

｛ 0，1，2，3，4，5 ｝の 6通り 

よって、i）の合計は 

  453654  （通り） 

ii） ３人のうち１人にみかんを 2個配る場合 

りんご 5個を３人に分けるのは「重複組合せ」なので、 
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ＡかＢに 5個、Ａに 4個がだめなので、 

  172221  （通り） 

よって、ii）の合計は 

1022317  （通り） 

iii） 全員にみかんを 1個ずつ配る場合 

１人にりんご 5個がだめなので、 

18321  （通り） 

以上から i）、ii）、iii）の合計は 

1651810245  （通り） …（答） 

 

II． 色々な解き方が考えられますが、今回は「ハップス・ギュルダンの定理」で解いてみます。 

〈図１〉は線対称な図形であり、 

その対称軸がℓから 2.5cmのところにあるので、 

体積は 
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〈図２〉は線対称な図形ではないですが、 

重心だけをみると、真ん中の三角形の重心は 

両端の三角形の重心の中点と重なります。 

よって、体積は 
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求める立体は〈図１〉と〈図２〉の回転体の和なので 

97.3212.2585.7  （cm3） …（答） 

     ★今週の基本２題★   場合の数 立体図形   ～解説～ 

Ａ ○み  ○み  ○み  ○り  ○り  

Ｂ 

Ｃ 
○り×３ 

Ａ ○み  ○み  ○み  ○り  

Ｂ 

Ｃ 
○り×４ 

Ａ ○み  ○み  ○み  

Ｂ 

Ｃ 
○り×５ 

仕切りを７ヶ所のうち２ヶ所に入れる 

３人が最低１個 

もらえるように 

３個あげる 

Ａ ○み  ○み  

Ｂ ○み  
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〈図２〉


